














Multiactivity in a Beauty Salon: 
Gaze and Utterance through a Mirror 
































半から詳細に研究されてきた(Argyle and Cook 1976; Goodwin 1981 他)。典型的に話者は視線
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  現在構築中の『大規模日常会話コーパス（以下、CEJC）』(Koiso et al. 2018)から美容院
での施術場面を録画したセッションを分析対象とした。協力者４人からそれぞれ１セッシ































 表１ 各セッションの協力者・データ情報と沈黙の回数 
協⼒者 録画時間 施術内容 沈黙(5 秒以上) 
全体に対する
沈黙の割合 
A(60 代⼥性) 18 分 カラーリング 14 回 17.68% 
B(40 代男性) 24 分 カットとセット 33 回 37.02% 
C(60 代⼥性) 26 分 カットとカラーリング 24 回 18.67% 







協力者 A 14 / 14 (100%) 
協力者 B 29 / 33 (87.87%) 
協力者 C 16 / 24 (66.66%) 





 また美容師の視線傾向は協力者 A と C の美容師が鏡を見る回数が多く、協力者 B と D の
美容師は鏡を見ることが少なかった。A と C のセッションでは協力者（顧客）と美容師が








のパターンの視線変化を見せたのは協力者 B と C である2。 





01 協力者 B: でも なんか しゅう 週末だけ外に あの 遊び行ってたんですよ。 
 
 
2 協力者 C のデータはビデオカメラ一台で撮影されている。協力者 B は３台のカメラを使




02 B:で 遊び行って: 外の  レストランとかで食べたやつは結構おいしかったっつってた
んで。 
美容師:                                んー。 
 
03 B:うん。だか そこの  施設: で調理してるのがあんまりおいしくなかったのかもしんな
い。 
美:        じゃその。あー。            あー。 
 
04 (7.1) 
   (B はずっと視線を鏡に置いている。ポーズ最後に視線を横にそらし次の発話を開始す
る。) 
 
05 B: なんかそこ:は日本人が:経営してて: ま 日本人の子達がくるからってゆんで 
06 B: フィリピン風日本料理みたいのがけっこ出てたらしいんすよ。 
美:                          あー。 
 
07 美: 味付けが じゃあもう フィリピンなっちゃってんすね。 
 
(1b) 
01 協力者 B: で 外ではなんか普通にフィリピン料理ってゆうか 向こうの  
美容師:                        ふーん。 
02 B: 食べてたみたいで: そっちのがおいしいとかっつってたから。 























01 美容師: もう スーツ着たのだって 僕 もう 三年以上前 
02 美:  もう四年近く前じゃないかなと思いますね。 
協力者 D:             あー。はーい。 
 
03 (5.5) 
   (D はずっと下を見ている。そのまま発話開始。) 
04 D: 逆に私の父親はもうサラリーマンだったから (F あの:) 
美:       はい。            はい。 
 
(2b) 
01 美容師:やはり: 今まで着てた反動とゆうか:そゆので: 着なくなってしまうんでしょう
かね:。 
協力者 D:         ええ。                  はーい。 
 
02 (12.9) 
   (D はずっと下を見ている。頭を上げるように促され少し上げるが視線は下のまま。美容
師が次の発話を開始すると視線を前に向ける。) 
 
03 美: なので 僕なんか: 逆に (F その) スーツを着る機会がほぼないので 




01 D: きっちり(D シ) なんか 襟  なんか(D タ) 
美:                     はい。 
02 D: そうゆう:のも たまにはいいなと思ってますね:。 
美:               そうですよね。 はーい。 
 
03 (10.6) 
   (D はずっと下を見ているが、美容師が後方に下がるとその間だけ視線を上げる。その後
美容師が後方から戻ってくる右方向に視線をやり美容師に向かって発話開始。) 
 


























01 B: なんか 義理の妹たちが今スウェーデンに行ってたんですけど:。 
         ↑ 
美:(視線を上げて鏡を見る) 
 
02 美: あー。お%くさんの:。  はいはい。 
 B:        はい。 
 
03 B: それが一緒。こないだうちのね 息子なんかと一緒の: に帰ってきて:。 
美:                        うん。 
 
(3b) 





03 B: でも なんか そうゆう口実がある  ないと なかなか  あっちのほうまで行かないか
ら。 
美:                  そうですね:。 
 
04 B: なかなか:やっぱ行けないだろうってゆう。 
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